












































































ーマ~ 0 ~吉 253R225
日(10月) I・ィルシロ畑出
イノシシとタヌキの出没回数(lOJ!) 
本研究を進めるにあたり、設置場所が監視計測j小屋から陥れた里山との境で、設置条件が悪く、電源
確保(バッテリ)、屋外昼夜監視観測のための防雨ボックス、モニタ・録画装置までケーブルの延長など
工夫が必要であった。電気柵周辺の雑草生育状況や電気柵状況の観察管理には、有効であることが
認められた。本研究で構築した監視装置置システムは、イノシシの生態や行動ノ号タ}を定性的に明ら
かにすることができ、イノシシの監視による農作物被害予防と防止に有効な一手法であると考える。
本研究は，平成 17年度科学研究補助金(奨励研究)を受けて行ったものである。
5.今後の予定
測定場所が里山と田畑(山岡)との境界付近で監視計調j条件不利地のため、研究装置の改良など
継続的監視可能な監視装置システムに構築する。イノシシなど野生獣による農作物被害防止のため、
自然との共生、自然環境保全と獣容に強い土地利用の方向性を示す有効なデータの蓄積を行う。
「参考文献J
小川勇治;移動物の監視観要請技術の習得，福井大学技術部・技術報告集Vol.lO (20015年5月)
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{
1
警告侵入態退法の
近 ・
1 回
額
回
戸守 53R225 
lイノシシ 何キ
回数(!}l
雌 演
鑑
視装置システムは、イノシシの生
けて行ったものである。
測
害
観祭技術の習得，徳井 0
